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地球の宇宙線生成核種（14C、10Be、36Cl 等）は、主にエネルギーの高い銀河宇宙線によって生

成されるが、太陽面爆発由来の Solar Energetic Particle (SEP)によっても一部の核種は生成されてい

る。これまでに 774/775 年、992/993 (または 993/994)年、~BC660 年に宇宙線生成核種の 1 年以下

での急増が見つかっており、これらのイベントの原因は非常に規模の大きな SEP イベントと考え

られている（e.g. Miyake et al. 2012, 2013, Mekhaldi et al. 2015, Büntgen et al. 2018, O’hare et al. 2019）。

これらの SEP イベントは直接観測で見つかっているイベントの数十倍と見積もられており、仮に

現在発生すると現代社会に深刻な影響を与えると予想される。したがって、同様なイベントの発

生頻度等の調査が重要である。このような背景から近年、高時間分解能（～1 年分解能以下）の

宇宙線生成核種データから過去の SEP イベントの調査が盛んに行われている。本講演では、これ

までに検出されたイベントについて簡単に紹介するとともに、年輪の 14C や氷床コアの 10Be を用

いた過去の SEP イベント探索について報告する。 
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